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食
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
日
々
の
食
事
の
積

み
重
ね
で
、
私
た
ち
の
体
は
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
食
事
の
偏
り
や
食
生
活
の
乱
れ
は
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
に
繋
が
る
こ
と
も

あ
り
、
食
事
は
私
た
ち
の
健
康
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
健
全
な
食
生
活
の
リ
ズ
ム

を
つ
く
り
、
高
齢
期
ま
で
継
続
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
大
人
に
は
、
こ
れ
ま

で
培
わ
れ
て
き
た
食
文
化
の
知
識
や
経
験

を
次
世
代
に
伝
え
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
が
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
一
人
一

人
が
自
分
に
合
っ
た
知
識
を
身
に
付
け
、

家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
食
育
」

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
卓
を
囲
む
際
、「
い
た
だ
き
ま
す
」、

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
あ
い
さ
つ
、「
お
い

し
い
ね
」
な
ど
の
会
話
を
交
わ
し
て
い
ま

す
か
。

　

家
庭
で
の
食
を
通
し
た
何
気
な
い
会
話

か
ら
、
食
へ
の
興
味
や
関
心
が
生
ま
れ
、

食
卓
か
ら
「
食
育
」
が
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
初
め
て
食
と
出
会
う
場

は
家
庭
で
あ
り
、
料
理
や
準
備
の
手
伝
い

を
通
し
て
、
親
か
ら
子
へ
「
家
庭
の
味
」

を
伝
え
る
貴
重
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
核
家
族
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
、
食
の
多
様
化
な
ど
、
私
た
ち
の

食
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
家
庭
を
中
心
と
し
た
食
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
や
保
育
所
、
地
域
や
関
係
機
関
が

連
携
し
、
家
庭
の
食
育
を
皆
で
補
い
支
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
育
は
生
涯
続
く
も
の

食
育
の
中
心
は
家
庭
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解
決
と
健
全
な
食
生
活
の
推
進
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
町
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
「
お
む
す
び
の
日
」
を
紹
介

し
ま
す
。

①
食
へ
の
楽
し
み
が
薄
れ
て
い
る

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
４
人
に
１

人
は
「
食
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
な
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
食

に
関
す
る
体
験
を
通
し
て
、
食
へ
の
楽
し

み
を
育
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
「
孤
食
」
の
問
題

　

全
体
の
15
％
が
ひ
と
り
で
食
べ
て
い
る

現
状
で
す
。
休
日
を
利
用
し
て
家
族
や

仲
間
と
食
事
を
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

③
朝
食
を
食
べ
な
い

　

20
～
30
歳
代
で
約
３
割
の
人
が
朝
食

を
食
べ
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
朝
食

は
単
に
栄
養
を
摂
取
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
日
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ス
イ
ッ
チ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
朝
に
は

ス
ー
プ
の
作
り
置
き
や
調
理
の
必
要
な
い

果
物
、
乳
製
品
な
ど
を
取
り
入
れ
、
朝

食
を
食
べ
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

令
和
４
年
度
に
「
第
４
次
食
育
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
食
に
関
す
る
課
題
の

　食事を通して交流の場を作ろうと、
地域福祉センターで開催されました。
子どもにはカレーライスなどが無料で
振舞われ、大人も子どもも食事をしな
がら会話を楽しんでいました。
次回開催　12 月13 日（金）予約不要
問 柴田町社会福祉協議会 ℡ 58-1771

町
民
の
食
生
活
の
現
状
と
課
題
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区　分
住民基本台帳人口

R6.3.31 現在
歳出額

Ａ 
人件費

Ｂ
人件費率

Ｂ／Ａ
（参考）
令和４年度の人件費率

36,462 人 147 億 6,054 万円 26 億 2,126 万円 17.8％ 16.4 ％

①人件費の状況（令和５年度普通会計決算）

（注）人件費とは、一般職、特別職に支給される給与、共済負担金、退職手当負担金、災害補償費などをいいます。

区　分
職員数Ａ 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり給与費 

B/A給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　Ｂ

260 人 9 億 241 万円 1 億 4,388 万円 3 億 6,797 万円 14 億 1,426 万円 544 万円

（注）1　職員手当には退職手当を含みません。
2　職員数は、令和５年 4 月 1 日現在の人数です。

②職員給与費の状況（令和５年度普通会計決算）

③ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注）1　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
2　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

④職員の平均年齢、平均給料月額の状況（令和6年4月 1日現在）

区　　分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
柴田町 41.9 歳 290,286 円 54.1 歳 301,429 円
宮城県 42.3 歳 321,390 円 53.2 歳 298,719 円

国 42.1 歳 323,823 円 51.2 歳 288,144 円

⑤期末・勤勉手当の状況（令和5年度支給割合）
区分 支給割合

期末手当 2.45 月分
勤勉手当 2.05 月分

（注）職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。
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⑥職員の初任給の状況（令和6年4月 1日現在）
区分 一般行政職 技能労務職

大卒程度 高卒程度 高卒程度 中卒程度
柴田町 196,200 円 166,600 円 164,000 円 147,100 円

宮城県 203,800 円 172,000 円 170,200 円 156,400 円

国 196,200 円 166,600 円

⑦退職手当の状況（令和6年4月 1日現在）
区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額 1 人当たり平均支給額

自己都合 19.6695 月分 28.0395 月分 39.7575 月分 47.709 月分
421 万円

勧奨・定年 24.586875 月分 33.27075 月分 47.709 月分 47.709 月分

区分 給料 報酬
町長 副町長 議長 副議長 議員

報酬などの月額 904,000 円 700,000 円 387,000 円 329,000 円 313,000 円

期末手当 3.40 月分（令和 5 年度支給割合）

　　　　　　部門
区分　　　　　　

一般行政
議会 総務 税務 農林水産 商工 土木 民生 衛生 小計

職
員
数

令和 6 年 4 54 15 13 6 13 81 24 210
令和 5 年 4 53 16 14 7 15 80 28 217

対前年増減数 0 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 2 1 △ 4 △ 7

⑧特別職の報酬などの状況（令和6年4月 1日現在）

⑨部門別職員数の増減状況（各年5月1日現在） （単位：人）

　　　　　　部門
区分　　　　　　

特別行政 公営企業等会計 総合計教育 水道 下水道 その他 小計

職
員
数

令和 6 年 50 4 3 16 23 283
令和 5 年 52 5 4 16 25 294

対前年増減数 △ 2 △ 1 △ 1 0 △ 2 △ 11

（注）教育長を除き、自治法派遣職員を含みます。

⑩年齢別職員構成の状況（各年4月1日現在）

⑪一般行政職の級別職員数などの状況（各年4月1日現在）

（注）職員数は、一般職に属する職員数です（自治法派遣職員を除きます）。

（注）退職手当の 1 人当たり平均支給額は、令和 5 年度に退職した職員（定年退職者なし）に支給された平均額です。
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令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
柴
田

応
援
寄
附
金
の
使
い
道

（
９
月
末
時
点
）

　

寄
附
金
の
使
い
道
と
し
て
10

項
目
の
使
い
道
を
設
定
し
、
寄

附
者
に
指
定
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

寄
附
金
額
か
ら
返
礼
品
な
ど

の
必
要
経
費
を
除
い
た
約
半
分

を
財
源
と
し
て
、
令
和
６
年
度

の
町
政
運
営
に
役
立
て
て
い
ま

す
。

〇
桜
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

事
業

・
さ
く
ら
育
成
管
理

・
船
岡
城
址
公
園
ふ
れ
あ
い
の

森
整
備
委
託
料　

な
ど

〇
教
育
に
関
す
る
事
業

・
学
校
用
備
品

・
自
主
学
習
支
援
事
業

・
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
運
営
支
援

な
ど

〇
福
祉
に
関
す
る
事
業

・（
仮
称
）
船
岡
児
童
館
施
設

整
備
工
事　

な
ど

〇
ま
ち
づ
く
り（
地
域
づ
く
り
）

に
関
す
る
事
業

・
地
域
づ
く
り
交
付
金　

な
ど

〇
総
合
体
育
館
建
設
に
関
す
る

事
業

・
基
金
に
積
み
立
て

〇
図
書
館
建
設
に
関
す
る
事
業

・
基
金
に
積
み
立
て

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

関
す
る
事
業

・
基
金
に
積
み
立
て

〇
自
治
体
に
お
ま
か
せ

・
子
ど
も
医
療
費
助
成

・
私
立
保
育
所
等
施
設
整
備
補

助
・
地
域
づ
く
り
交
付
金　

な
ど

問 

ま
ち
づ
く
り
政
策
課

　

℡
５
４

−

２
１
１
１

企業名 寄附対象事業
株式会社ネクスト
イノベーション（仙台市） 令和 5 年度

百万本植樹寄贈事業東北環境整備株式会社
（仙台市）
株式会社サラリサーチ

（仙台市） 令和 5 年度
三名生公園施設
改修工事株式会社ペンギンエデュケー

ション（福島市）

使途 件数 寄附金額
桜のまちづくりに関する事業 4,728 件 81,964,000 円

“ 桜のトンネル ” を行くスロー
プカー整備などに関する事業 408 件 7,909,000 円

教育に関する事業 3,047 件 57,307,500 円

子どものための “ 冒険遊び場 ”
整備等に関する事業 3,153 件 60,942,000 円

福祉に関する事業 1,635 件 29,712,000 円

まちづくり（地域づくり）に
関する事業 846 件 16,469,500 円

総合体育館建設に関する事業 167 件 3,602,000 円

図書館建設に関する事業 464 件 7,718,500 円

学校給食センター建設に関す
る事業 922 件 17,945,000 円

地域鉄道（阿武隈急行線）の
支援に関する事業 67 件 1,984,000 円

自治体におまかせ 22,650 件 465,319,000 円

合計 38,087 件 750,872,500 円

令和5年度ふるさと柴田応援寄附金（使途別一覧）令和5年度企業版ふるさと納税実績（日付順）

㈱ペンギンエデュケーション御礼状贈呈式（4 月 22 日）
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今
年
は
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
多
難
な
一
年

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
異
常
気

象
に
よ
り
、
各
地
で
猛
暑
や
水

害
に
見
舞
わ
れ
、
特
に
奥
能
登

で
は
、
地
震
か
ら
の
復
旧
が
ま

ま
な
ら
な
い
中
で
、
続
け
ざ
ま
に
水
害
を
被
る
な

ど
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。

　

私
た
ち
は
依
然
と
し
て
自
然
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は

Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
っ
て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
や
生
活
ス
タ
イ

ル
が
大
き
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
時
代
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
柴
田

町
に
お
い
て
も
行
政
の
課
題
と
成
果
が
顕

在
化
し
際
立
っ
た
一
年
で
し
た
。

　

ま
ず
、
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
船
岡
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
待
機
児
童
の

発
生
や
阿
武
隈
急
行
㈱
へ
の
赤
字
補
填
の

問
題
で
す
。
加
え
て
船
岡
城
址
公
園
の
ス

ロ
ー
プ
カ
ー
が
故
障
し
、
車
輌
な
ど
の
更
新
に
緊

急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
が
起
き
て
も
、
財
源
が
潤
沢
に
あ

れ
ば
何
の
こ
と
も
な
く
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、

町
の
財
政
は
硬
直
化
し
て
お
り
、
財
源
の
確
保
に

頭
を
悩
ま
す
ば
か
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
新
図
書
館
の
基
本
計
画
の
策
定
に
も

道
筋
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
を
送
り
な
が
ら
も
、
何
と
か
困
難
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
し
た
。

　

一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
11
月
に
船
岡

城
址
公
園
「
早
春
の
丘
」
を
舞
台
に
、
東
京
か
ら

70
人
余
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
来
て
、
桜
の
植
栽
を
メ

イ
ン
と
し
た
Ｃ
Ｍ
制
作
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め

て
船
岡
城
址
公
園
に
来
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か

ら
は
、「
早
春
の
丘
か
ら
の
眺
望
は
、
撮
影
に
も
っ

て
こ
い
」
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、「
で
き
る
な
ら
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
の
映

像
も
是
非
撮
り
た
か
っ
た
」
と
残
念
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
１
日
に
は
待
ち
に
待
っ
た

総
合
体
育
館
が
完
成
し
、
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
代
表
の
小お

椋ぐ
ら

久
美
子
さ
ん
を
招
き
、
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。

　

本
当
に
こ
の
一
年
間
は
自
然
災
害
、
政

治
、
経
済
、
ス
ポ
ー
ツ
や
事
件
・
事
故
な

ど
重
大
ニ
ュ
ー
ス
に
事
欠
か
な
い
激
動
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、

「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」と
、何
と
か
自
分
を
鼓
舞
し
、

町
民
の
皆
様
や
議
員
各
位
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
町
政
を
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
巳
の
年
。
成
長
と
結
実
の
年
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
、
明
る
い
話
題
が
多

く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
年
末
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

令和６年を振り返って
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桜の植栽を行う㈱四保工務店の
柴崎房男代表取締役（右）

　

10
月
30
日（
水
）に
は
株
式
会
社

白
石
ハ
ウ
ビ
ン
グ
か
ら
、
11
月
１

日（
金
）に
は
株
式
会
社
四
保
工
務

店
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
現
金
50
万
円
を

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
金

は
今
後
、
桜
の
ま
ち
づ
く
り
や
子

ど
も
達
の
健
全
育
成
な
ど
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

株
式
会
社
四
保
工
務
店
の
柴
崎

房
男
代
表
取
締
役
は
11
月
１
日
の

桜
植
栽
会
で
「
城
址
公
園
に
は
国

内
外
か
ら
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

町
の
観
光
の
発
展
に
繋
が
れ
ば
と

思
い
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

寄付ありがとうございました

目録を手渡す㈱白石ハウビングの
相沢辰夫代表取締役（左）

　

10
月
20
日（
日
）か
ら
11
月
13
日

（
水
）ま
で
、
船
岡
城
址
公
園
で
み

や
ぎ
大
菊
花
展
柴
田
大
会
が
開
か

れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
’３
０
０

鉢
の
菊
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
10

月
30
日（
水
）に
は
審
査
会
が
行
わ

れ
、
花
の
美
し
さ
や
茎
の
バ
ラ
ン

ス
の
良
さ
な
ど
を
基
準
に
選
ば
れ

た
優
秀
作
品
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

角
田
市
か
ら
訪
れ
た
方
は
「
ど

れ
も
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い

て
、
か
な
り
の
手
間
と
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
感
じ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

美しさを競う色とりどりの菊

「盆栽作り」部門を鑑賞する来場者

広　告 広　告
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キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
が
全

国
の
桜
の
保
全
活
動
を
支
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
に
柴
田
町

が
選
定
さ
れ
、
商
品
の
売
り
上
げ

の
一
部
が
町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
４
日（
月
）に
は
柴
田
町
さ

く
ら
の
会
な
ど
関
係
者
が
船
岡
城

址
公
園
に
集
ま
り
、
桜
の
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
さ
く
ら
の
会

の
平
間
誠
貴
会
長
は
「
全
国
の
方

か
ら
の
応
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
方
と
協
力
し
、
地

元
の
美
し
い
桜
を
残
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

キリンビール寄付により桜を植樹

　

11
月
３
日（
日
・
祝
）、
し
ば
た

の
郷
土
館
で「
郷
土
館
の
秋
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
砂
金
採
り

や
火
起
し
、
茶
葉
の
石
臼
挽
き
な

ど
、
体
験
し
な
が
ら
歴
史
を
学
べ

る
コ
ー
ナ
ー
や
、
宮
城
県
美
術
館

に
よ
る
創
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
誰
で
も
創
作
体
験
」
に
参
加

し
た
槻
木
小
１
年
の
小
泉
是こ

れ

仁ひ
と

さ

ん
は
「
木
を
ボ
ン
ド
や
ク
ギ
を

使
っ
て
組
み
合
わ
せ
て
飛
行
機
を

作
り
ま
し
た
。
翼
が
難
し
か
っ
た

け
ど
、か
っ
こ
よ
く
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

アートと歴史で学ぶ秋祭り

自由に木片を組み合わせて自分だけの作品を作りました

　

11
月
８
日（
金
）、
た
ん
ぽ
ぽ
幼

稚
園
、
第
二
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
の

園
児
が
槻
木
駅
前
に
集
ま
り
、
幼

年
消
防
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。
本
活
動
は
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
槻
木
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
歩
き
な
が
ら
火
の
用

心
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
３
カ
所

で
鼓
笛
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

パ
レ
ー
ド
を
毎
年
見
て
い
る
と

い
う
近
所
の
方
は
「
子
ど
も
た
ち

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
や
元
気
な
声

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

戸締り用心、火の用心！

槻木の町なかで行われた鼓笛の演奏

船岡城址公園に集まった関係者

広　告 広　告
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俳句・川柳・短歌に興味があり、こうほう文芸に載せたいという方は、はがきなどで 12月10日（火）までご応募ください。紙面の都
合上、掲載できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。（お一人さま 1 作品まで）  問まちづくり政策課　℡54-2111

広　告 広　告

鉄て
っ

砲ぽ
う

町ち
ょ
う

響ひ
び

き
渡わ

た

る
や
火
の
用
心

白
菜
や
戸
口
に
三
株
笠
地
蔵

石つ

蕗わ

の
花
一
輪
挿
し
を
一
人
じ
め

舌ぜ
っ

頭と
う

千せ
ん

転て
ん

足
の
向
く
ま
ま
野
の
小
春

顔
よ
せ
て
怖こ

わ

き
ま
ん
が
を
枯か

れ

木き

宿や
ど

悲
し
み
が
新
た
に
な
る
日
草
は
実
に

韮
神　
　

葛󠄀

鈴
木
さ
ち
こ

西
船
迫　

安
ヶ
平
奈
津
枝

遊
佐　
　

徹

山
家
美
智
子

制
野　

千
秋

色
付
か
ぬ
葉
の
散
り
急
ぐ
紅
葉
か
な

病
窓
の
白
衣
往
き
交
う
冬
の
庭

祖
母
と
な
り
お
も
ふ
祖
母
こ
そ
寒
夕
焼

冬
霧
の
な
か
に
歌
へ
ば
レ
ノ
ン
の
忌

菊
花
展
お
き
な
五
人
の
え
び
す
顔

母
逝
き
て
冬
至
南か

ぼ

瓜ち
ゃ

の
な
つ
か
し
さ

若
月
ノ
リ
子

三
塚　

直
樹

大
久
保
和
子

浪
山　

克
彦

中
野
西
範
子

船
岡　
　
　

阿
部　

弘
子

舞
台
よ
り
客
を
観
察
菊
人
形

捨
て
ら
れ
ず
重
ね
た
ま
ま
で
横
目
読
み
し

ポ
ン
酢
か
け
美
味
し
く
食
べ
て
健
康
体

健
診
が
妻
に
感
謝
の
オ
ー
ル
Ａ

北
船
岡　
　

日
下　
　

功

槻
木　
　
　

村
上　

紫
寿

船
岡　
　
　

阿
部
美
代
子

西
船
迫　
　

安
ヶ
平
良
三

友
病
み
て
言
葉
を
乗
せ
て
初ふ

冬ゆ

の
午
後

こ
た
つ
出
し
ネ
コ
よ
り
先
に
き
ど
こ
ろ
寝

ガ
ク
ガ
ク
と
膝
が
な
い
て
る
下
り
坂

船
岡　
　
　

安
藤
せ
つ
子

槻
木　
　
　

遠
藤　

麗
子

西
船
迫　
　

後
藤　

文
子

鮮
や
か
に
色
合
い
飾か

ざ

る
紅
葉
を

　

見
つ
め
て
想
う
月
日
の
な
が
れ

シ
ニ
ア
等ら

の
あ
れ
、
こ
れ
、
そ
れ
で
通
じ
合
う

　

二
文
字
言
葉
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

さ
か
さ
ま
な
気
候
あ
る
や
も
独
り
生
く

　

頼
み
の
綱
は
ホ
ッ
カ
イ
ロ
の
み

哀
し
か
な
逝
き
た
る
友
に
語
り
か
け

　

月
の
明
り
の
零こ

ぼ

れ
る
夜
に

下
校
時
に
孫
を
迎
え
の
道
す
が
ら

　

木
枯
ら
し
の
中
家
路
へ
の
子
ら

こ
の
町
に
映
画
館
銀
座
通
り
あ
っ
た
事

　

孫
楽
し
そ
う
我
の
話
を

上
名
生　
　

平
間　

純
子

西
船
迫　
　

下
浦　

智
子

上
名
生　
　

八
乙
女
由
朗

槻
木　
　
　

白
石　

光
子

本
船
迫　
　

森
田　

眞
六

船
岡　
　
　

伊
藤
タ
イ
子

秘
や
か
に
金
木
犀
の
香
り
す
る

　

道
を
歩
き
て
今
朝
も
五
千
歩

誕
生
日
子
供
と
孫
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ

　

コ
メ
ン
ト
載
せ
た
わ
が
投
句
集

一
桁
の
冷
え
込
み
コ
ッ
プ
一
杯
は
さ
湯
に

　

日
差
し
暖
か
冬
布
団
干
す

晩
秋
に
梢
吹
き
抜
け
木
枯
ら
し
の

　

冬
の
到
来
告
げ
て
去
り
行
く

赤
と
ん
ぼ
短
き
秋
に
来
て
く
れ
し

　

あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
さ
く
れ
て

船
岡　
　
　

可
沼　

妙
子

四
日
市
場　

鳥
井
崎　
　

西
船
迫　
　

星　
　

裕
子

槻
木　
　
　

平
間　

三
郎

船
岡　
　
　

沢
田　

順
子
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広　告 広　告
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人口と世帯数
（令和6年 11月 1日現在）

2024年
12月

1日（
758）号

　
発

行
／

宮
城

県
柴

田
町

　
編

集
／

ま
ち

づ
く

り
政

策
課

〒
989-1692　

宮
城

県
柴

田
郡

柴
田

町
船

岡
中

央
2丁

目
3番

45号
　

℡
0224-54-2111

FAX 0224-55-4172　
U

RL https://www.town.shibata.m
iyagi.jp/

特集　
１　
い
た
だ
き
ま
す
！
手
か
ら
伝
わ
り
広
が
る 

食
育

36,325人
（前月比11人減）

18,094人
（前月比6人減）

18,231人
（前月比5人減）

16,333世帯
（前月比21世帯増）

出
会
い
と
交
流
が
生
ま
れ
る

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
目
指
し
て

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
（
Ｙ
Ｈ
）
を
開
い
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い

弘
之
さ
ん 

二
人
と
も
学
生
時
代
か
ら
旅
が
好
き

で
、
私
が
働
い
て
い
た
神
奈
川
県
の
Ｙ
Ｈ
に
妻
が

宿
泊
者
と
し
て
訪
れ
た
こ
と
が
二
人
の
出
会
い
で

し
た
。

　
30
代
で
地
元
宮
城
に
戻
り
30
年
ほ
ど
会
社
に
勤

め
た
後
、
Ｙ
Ｈ
を
始
め
る
た
め
の
物
件
を
探
し
始

め
た
の
で
す
が
、
住
み
慣
れ
た
土
地
で
無
理
の
な

い
規
模
で
経
営
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
自
宅
を

改
装
し
、
令
和
４
年
６
月
に
こ
の
施
設
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
仕
事
の
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い

潤
子
さ
ん 

Ｙ
Ｈ
の
一
番
の
魅
力
は
集
ま
っ
た
人
同

士
の
交
流
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、「
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
（
ス
タ
ッ
フ
と
宿
泊
者
を
交
え
た
情
報
交
換
）」

は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
町
の
観
光
情
報
を
提
供
し
た

り
、
白
石
う
ー
め
ん
を
振
舞
う
な
ど
、
地
域
の
魅

力
を
伝
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

弘
之
さ
ん 

積
極
的
に
お
客
様
を
呼
ぶ
工
夫
が
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
花
見
会
や
、
阿
武
隈
急
行
を

貸
し
切
っ
て
の
「
開
所
記
念
パ
ー
テ
ィ
」
な
ど
４

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仕
事
を
し
て
い
て
嬉
し
い
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す

か潤
子
さ
ん 

宿
泊
者
が
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と

が
一
番
嬉
し
い
で
す
。
最
近
は
年
に
何
回
も
宿
泊

し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
交
流
の
楽
し
さ
や
町

の
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

弘
之
さ
ん 

全
国
各
地
の
人
と
交
流
で
き
る
こ
と
が

楽
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
当
初
に
宿
泊

者
か
ら
「
Ｙ
Ｈ
を
開
所
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
最
高
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

お
二
人 

若
い
世
代
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
、
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
と
連
携
し
な
が
ら
町
の
良
さ
を
宿
泊

者
に
知
っ
て
も
ら
い
、
移
住
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
現
在
も
二
人
で
旅
行
を
楽
し
み
な
が
ら
、
旅
行

客
の
目
線
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う

お
二
人
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

阿武隈急行で開催した
開所２周年地域貢献イベント

ウェルかも船岡ユースホステル
柴田町船岡東 1 丁目 9-27-5

令和 4 年 6 月設立。自宅を改
装しユースホステル（定員 8 名）
を営む。町に人を呼び込む交流
イベントも開催している。
従業員２名

　

ウ
ェ
ル
か
も
船
岡
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

加か 

茂も　

弘ひ
ろ 

之ゆ
き 

さ
ん
（
67
歳
）

   　

潤じ
ゅ
ん 

子こ 

さ
ん
（
63
歳
）

　今回は、間もなくオープンから２年半を迎える「ウェルかも
船岡ユースホステル」の加茂弘之さん、潤子さんを紹介します。


